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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種のスキー板又はスノーボードの曲げ特性を記憶する記憶手段と、スキーヤー又は
スノーボーダーの体重、脚力を入力する入力手段と、該体重及び脚力に対応するスキー板
又はスノーボードの曲げ特性を求める板特性検出手段と、板特性検出手段によって求めら
れた曲げ特性に対応するスキー板又はスノーボードを前記記憶手段から検索する板検索手
段とを備えており、
　前記脚力を入力する入力手段が、脚力を測定する脚力測定装置であって、
　前記脚力測定装置は、被測定者が左右の足で個別に踏む２つのフットプレートと、各フ
ットプレートに加わる荷重を検出する荷重センサと、脚力演算手段とを備えており、
　前記脚力測定装置は、
　前記荷重センサが、前記フットプレートの上に載った前記被測定者の静止状態での体重
に相当する荷重を測定し、
　前記荷重センサが、前記フットプレートの上に載った前記被測定者の屈伸運動時の最大
荷重を測定し、
　前記脚力演算手段が、前記被測定者の屈伸運動時の最大荷重から、前記被測定者の静止
状態での体重に相当する荷重を減算し、得た荷重値を前記被測定者の脚力とすることを特
徴とする、スキー板又はスノーボード判定システム。
【請求項２】
　スキーヤー又はスノーボーダーのスキー技術又はスノーボード技術のレベルに適したス
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キー板又はスノーボードを記憶する記憶手段と、スキーヤー又はスノーボーダーのスキー
技術又はスノーボード技術のレベルを入力する入力手段と、スキー技術又はスノーボード
技術に対応するスキー板又はスノーボードの捩じれ特性を求める板特性検出手段と、前記
板特性検出手段によって求められた捩れ特性に対応するスキー板又はスノーボードを前記
記憶手段から検索する板検索手段とを供えたことを特徴とする請求項１に記載のスキー又
はスノーボード判定システム。
【請求項３】
　滑走方法に適したスキー板又はスノーボードが記憶される記憶手段と、スキーヤー又は
スノーボーダーの嗜好する滑走方法が入力される入力手段と、前記入力手段から入力され
た、スキーヤー又はスノーボーダーの嗜好する滑走方法に適したスキー板又はスノーボー
ドを前記記憶手段から検索する板検索手段とを備えたことを特徴とする請求項１又は請求
項２に記載のスキー板又はスノーボード判定システム。
【請求項４】
　スキーヤー又はスノーボーダーの身長、肥満の程度，年齢に適したスキー板又はスノー
ボードが記憶される記憶手段と、スキーヤー又はスノーボーダーの身長、肥満の程度、年
齢が入力される入力手段と、該入力手段から入力されたスキーヤー又はスノーボーダーの
伸長、肥満の程度、年齢に適したスキー板又はスノーボードを検索する板検索手段と備え
たことを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載のスキー板又はスノーボー
ド判定システム。
【請求項５】
　前記脚力測定装置の前記荷重センサは、前記各々のフットプレートに加わる荷重を少な
くとも３点において検出することを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れかに記載のス
キー板又はスノーボード判定システム。
【請求項６】
　前記２つのフットプレートの離間幅を調整する幅調整手段を備えたことを特徴とする請
求項１乃至請求項５の何れか１項に記載のスキー板又はスノーボード判定システム。
【請求項７】
　手すりを備えており、前記手すりは前記フットプレートと共に移動することを特徴とす
る請求項１乃至請求項６の何れか１項に記載のスキー板又はスノーボード判定システム。
【請求項８】
　前記荷重センサは、屈伸運動中の複数の瞬間値を連続して検出可能であることを特徴と
する請求項１乃至請求項７の何れか１項に記載のスキー板又はスノーボード判定システム
。
【請求項９】
　荷重センサの出力値に基づき、荷重の平面分布を解析する解析手段を備えたことを特徴
とする請求項１乃至請求項８の何れか１項に記載のスキー板又はスノーボード判定システ
ム。
【請求項１０】
　前記フットプレートは、前記スキー板又はスノーボードを載置できる形状にしたことを
特徴とする請求項１乃至請求項９の何れか１項に記載のスキー板又はスノーボード判定シ
ステム。
【請求項１１】
　前記フットプレートは、前後方向又は横方向へ傾斜した状態で固定できることを特徴と
する請求項１乃至請求項１０の何れか１項に記載のスキー板又はスノーボード判定システ
ム。
【請求項１２】
　判定されたスキー板又はスノーボードを用いて、各スキーヤー又はスノーボーダーの滑
走スタイルをシミュレーション表示することを特徴とする請求項１乃至請求項１１に記載
のスキー板又はスノーボード判定システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スキーヤー又はスノーボーダーの体重・脚力に基づき、当該スキーヤー又は
スノーボードに適したスキー板又はスノーボードを判定できるようにしたスキー板又はス
ノーボード判定システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　各スキーヤー又はスノーボーダーに適したスキー板又はスノーボードは、各スキーヤー
又はスノーボーダーの体重、脚力等に基づき判定することが好ましい。
【０００３】
　そして、スキー板又はスノーボードを購入する際には、顧客が店頭へ出かけて好みのス
キー板やスノーボードを選定している。
【０００４】
　そして、従来、一般的に、顧客は、スキー板やスノーボードを明確な基準によることな
く、身長又は体型に基づいて勘に頼って選定していたため、販売店の店員に勧められるス
キー板やスノーボードをそのまま購入したり、単に価格とか外観に基づいて選定する場合
が多く、各スキーヤー又はスノーボーダーの身体的特徴とその脚力に適したスキー板やス
ノーボードを的確に購入することは困難であった。
【０００５】
　かかる各スキーヤー又はスノーボーダーに適したスキー板又はスノーボードを検索する
方法として、各スキーヤー又はスノーボーダーの年齢、体重、身長といった身体的情報か
ら、その各スキーヤー又はスノーボーダーに適したスキー板又はスノーボードの各部のサ
イズとフレックスを決定する方法が提案されている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－３１２３７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　　しかしながら、上記従来のスポーツ用品の検索方法においては、各スキーヤー又はス
ノーボーダーの年齢、体重、身長といった身体的情報から、スキーヤー又はスノーボーダ
ーに適したスキー板又はスノーボードを判定するものであって、各スキーヤー又はスノー
ボーダーに適したスキー板又はスノーボードを判定する際に最も重要な要素である脚力を
加味して、各スキーヤー又はスノーボーダーに適したスキー板又はスノーボードを判定す
るものではなかった。このため、各スキーヤー又はスノーボーダーに最も適したスキー板
又はスノーボードを判定するのが困難であった。
【０００７】
　従って、上記従来のスポーツ用品の検索方法においては、各スキーヤー又はスノーボー
ダーは、検索されたスキー板又はスノーボードが自己の脚力に適合しているか否かについ
て、再検討する必要があるといった問題があった。
【０００８】
　本発明は、前記従来技術の実情に鑑みてなされたもので、その目的は、各スキーヤー又
はスノーボーダーの脚力を加味することにより、各スキーヤー又はスノーボーダーに最も
適したスキー板又はスノーボードを判定できるようにしたスキー板又はスノーボード判定
システムを提供するにある。
【０００９】
　又、本発明の他の目的は、各競技者に適したスキー板又はスノーボードの開発，設計に
利用できるスキー板又はスノーボード判定システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１に記載の発明は、複数種のスキー板又はスノーボードの曲げ特性を記憶する記
憶手段と、スキーヤー又はスノーボーダーの体重、脚力を入力する入力手段と、該体重及
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び脚力に対応するスキー板の曲げ特性を求める板特性検出手段と、板特性検出手段によっ
て求められた曲げ特性に対応するスキー板又はスノーボーダーを前記記憶手段から検索す
る板検索手段とを備えている。
【００１１】
　また請求項１に記載の発明は、脚力を入力する入力手段として、脚力を測定する脚力測
定装置を備える。この脚力測定装置は、被測定者が左右の足で個別に踏む２つのフットプ
レートと、各フットプレートに加わる荷重を検出する荷重センサと、脚力演算装置とを備
えている。
【００１２】
　請求項１に記載の脚力測定装置は、荷重センサが、フットプレートの上に載った被測定
者の静止状態での体重に相当する荷重を測定し、フットプレートの上に載った被測定者の
屈伸運動時の最大荷重を測定する。そして脚力演算手段が、被測定者の屈伸運動時の最大
荷重から、被測定者の静止状態での体重に相当する荷重を減算し、得た荷重値を被測定者
の脚力とすることを特徴とする。
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、スキーヤー又はスノーボーダーのスキー技術又はスノーボー
ド技術のレベルに適したスキー板又はスノーボードを記憶する記憶手段と、スキーヤー又
はスノーボーダーのスキー技術又はスノーボード技術のレベルを入力する入力手段と、ス
キー技術又はスノーボード技術に対応するスキー板又はスノーボードの捩じれ特性を求め
る板特性検出手段と、前記板特性検出手段によって求められた捩れ特性に対応するスキー
板又はスノーボードを前記記憶手段から検索する板検索手段とを供えたことを特徴とする
ものである。
【００１４】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載のスキー板又はスノーボード判
定システムにおいて、滑走方法に適したスキー板又はスノーボードが記憶される記憶手段
と、スキーヤー又はスノーボーダーの嗜好する滑走方法が入力される入力手段と、前記入
力手段から入力された、スキーヤー又はスノーボーダーの嗜好する滑走方法に適したスキ
ー板又はスノーボードを前記記憶手段から検索する板検索手段とを備えたことを特徴とす
るものである。
【００１５】
　請求項４に記載の発明は、請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載のスキー板又はス
ノーボード判定システムにおいて、スキーヤー又はスノーボーダーの身長、肥満の程度，
年齢に適したスキー板又はスノーボードが記憶される記憶手段と、スキーヤー又はスノー
ボーダーの身長、肥満の程度、年齢が入力される入力手段と、該入力手段から入力された
スキーヤー又はスノーボーダーの身長、肥満の程度，年齢に適したスキー板又はスノーボ
ードを検索する板検索手段と備えたことを特徴とするものである。
【００１６】
　請求項５に記載の発明は、請求項１に記載のスキー板又はスノーボード判定システムに
おいて、前記脚力測定装置は、脚力被測定者が左右の足で個別に踏む２つのフットプレー
トと、各フットプレートに加わる荷重を少なくとも３点において検出する荷重センサとを
備えたことを特徴とするものである。
【００１７】
　本発明は、請求項１に記載のスキー板又はスノーボード判定システムにおいて、前記脚
力測定装置は、脚力被測定者が左右の足で個別に踏む２つのフットプレートと、各フット
プレートに加わる垂直荷重及びモーメントを検出する荷重センサとを備えることができる
。
【００１８】
　本発明は、荷重センサの出力に基づき前記最大荷重及び脚力測定者の体重を記憶する記
憶手段を備えることができる。
【００１９】
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　請求項６に記載の発明は、請求項１乃至請求項５の何れか１項に記載のスキー板又はス
ノーボード判定システムにおいて、前記２つのフットプレートの離間幅を調整する幅調整
手段を備えたことを特徴とするものである。
【００２０】
　請求項７に記載の発明は、請求項１乃至請求項６の何れか１項に記載のスキー板又はス
ノーボード判定システムにおいて、手すりを備えたことを特徴とするものである。
【００２１】
　また請求項７に記載の発明の前記手すりは、前記フットプレートと共に移動することを
特徴とするものである。
【００２２】
　本発明のフットプレートは、スキー靴又はスノーボード靴を装着する靴装着部を備える
ことができる。
【００２３】
　請求項８に記載の発明は、請求項１乃至請求項７の何れか１項に記載のスキー板又はス
ノーボード判定システムにおいて、前記荷重センサが、屈伸運動中の複数の瞬間値を連続
して検出可能であることを特徴とするものである。
【００２４】
　請求項９に記載の発明は、請求項１乃至請求項８の何れか１項に記載のスキー板又はス
ノーボード判定システムにおいて、荷重センサの出力値に基づき、荷重の平面分布を解析
する解析手段を備えたことを特徴とするものである。
【００２５】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１乃至請求項９の何れか１項に記載のスキー板又は
スノーボード判定システムにおいて、前記フットプレートを、前記スキー板又はスノーボ
ードを載置できる形状にしたことを特徴とするものである。
【００２６】
　本発明は、前記フットプレートを、変形し難い硬質の部材で形成することができる。
【００２７】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１乃至請求項１０の何れか１項に記載のスキー板又
はスノーボード判定システムにおいて、前記フットプレートが、前後方向又は横方向へ傾
斜した状態で固定できることを特徴とするものである。
【００２８】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１乃至請求項１１の何れか１項に記載のスキー板又
はスノーボード判定システムにおいて、各スキーヤー又はスノーボーダーに適すると判定
されたスキー板又はスノーボードを用いて、滑走をシミュレーション表示することを特徴
とするものである。
【発明の効果】
【００２９】
　請求項１に記載の発明によれば、スキーヤ又はスノーボーダーの体重・脚力に基づき、
当該スキーヤ又はスノーボーダーに適したスキー板又はスノーボードを判定することがで
きる。
【００３０】
　また請求項１に記載の発明によれば、スキーヤー又はスノーボーダーの脚力を自動的に
測定することができる。
【００３１】
　更に請求項１に記載の発明によれば、被測定者がフットプレートの上に載って屈伸運動
を行った際に測定される最大荷重から被測定者の体重に相当する荷重を減算して得た荷重
値を前記被測定者の脚力とすることができる。
【００３２】
　請求項２に記載の発明によれば、スキー又はスノーボードの滑走技術に基づき、当該ス
キーヤ又はスノーボーダーに適したスキー板又はスノーボードを判定することができる。
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【００３３】
　請求項３に記載の発明によれば、スキーヤー又はスノーボーダーの嗜好する滑走方法に
適したスキー板又はスノーボードを判定することができる。
【００３４】
　請求項４に記載の発明によれば、スキーヤー又はスノーボーダーの身長、肥満の程度、
年齢に適したスキー板又はスノーボードを判定することができる。
【００３５】
　請求項５に記載の発明によれば、脚力被測定者の足裏に加わる荷重の平面分布を測定す
ることができる。
【００３６】
　本発明によれば、各フットプレートに荷重センサを一つ設けるだけで、被測定者の体重
や、膝を屈伸運動した際の荷重の平面分布の状況を解析することができる。
【００３７】
　本発明によれば、記憶手段に記憶されている測定値に基づき、被測定者が屈伸した際の
最大荷重および脚力を求めることができる。
【００３８】
　請求項６に記載の発明によれば、二つのフットプレート間の離間幅を被測定者に適した
幅に随時調整することができる。
【００３９】
　請求項７に記載の発明によれば、手すりを備えたので、被測定者の安全を図ることがで
きる。
【００４０】
　請求項７に記載の発明によれば、被測定者は手すりに掴まった状態でフットプレートに
載ることができる。
【００４１】
　本発明によれば、スキー靴又はスノーボード靴を履いた状態でフットプレートに載るこ
とができる。
【００４２】
　請求項８に記載の発明によれば、被測定者の屈伸運動中の体重移動の様子を検出できる
。
【００４３】
　請求項９に記載の発明によれば、荷重の平面分布を解析することができる。
【００４４】
　請求項１０に記載の発明によれば、スキー板又はスノーボードを装着した状態で、フッ
トプレートに載ることができる。
【００４５】
　本発明によれば、フットプレートは変形し難いので、該フットプレートに加わる荷重を
効率良く荷重センサに伝達できる。
【００４６】
　請求項１１に記載の発明によれば、フットプレートを傾斜させることにより、被測定者
がスキーやスノーボードを実際に行っている状態に近づけた態勢で被測定者の脚力を測定
することができる。
【００４７】
　請求項１２に記載の発明によれば、各スキーヤー又はスノーボーダーに適すると判定さ
れたスキー板又はスノーボードを用いて滑走をシミュレーション表示することにより、各
スキーヤー又はスノーボーダーは、判定されたスキー板又はスノーボードの適否を目視に
よって確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４８】
　図１に示すようにスキー板又はスノーボード判定システム１は、スキーヤーやスノーボ
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ーダーに関する情報を入力する入力手段２と、該入力手段２から入力したスキーヤーやス
ノーボーダーに関する情報に基づき当該スキーヤーやスノーボーダーに適したスキー板お
よびスノーボードを検索するパーソナルコンピュータ（以下、ＰＣと言う）３とを備えて
いる。
【００４９】
　スキーヤーやスノーボーダーに関する前記情報としては、スキーヤー又はスノーボーダ
ーの体重や脚力と、スキー又はスノーボードに関する滑走技術等が該当する。
【００５０】
　前記入力手段２としては、体重・脚力測定装置４やキーボード５等が該当する。前記Ｐ
Ｃ３は、ＰＣ本体６と、該ＰＣ本体６に対する周辺機器としてのディスプレイ７と前記入
力手段２としてのキーボード５を備えている。
【００５１】
　スキーヤー又はスノーボーダーに関する前記体重や脚力は、該体重・脚力測定装置４で
測定されて前記ＰＣ３に入力されるものである。又、スキー又はスノーボードに関する前
記滑走技術は、前記キーボード５においてキー入力されるものである。スキーヤー又はス
ノーボーダーに関する前記体重，脚力並びに前記滑走技術の入力の手法については後述す
る。
図２に示すように、前記ＰＣ３のＰＣ本体６は、ＣＰＵ（図示せず）と、ＲＯＭ（図示せ
ず）と、記憶手段８としてのＲＡＭを備えている。該記憶手段８には、スキー板又はスノ
ーボードが有する曲げ特性，捩れ特性の大小によって、スキー板又はスノーボードがグル
ープにグループ分けされて記憶されている。
【００５２】
　前記ＲＯＭには、予め所定のプログラムソフトが内蔵され、ＣＰＵが該プログラムソフ
トを読み出すことにより、図２に示すように、板特性決定手段９と、板検索手段１０が構
成されるものである。
【００５３】
　前記板特性決定手段９は、スキーヤー又はスノーボーダーの体重、脚力によって、スキ
ー板、又はスノーボードの曲げ特性を決定することができるものである。即ち、スキーヤ
ー又はスノーボーダーの体重が重かったり、脚力が強い場合には、滑走中において、スキ
ー板又はスノーボードに大きな荷重が加わるため、スキー板又はスノーボードが大きな荷
重に耐えられるように、前記板特性決定手段９は、スキーヤー又はスノーボーダーの体重
、脚力が大きくなるに従って、スキー板又はスノーボードの特性として大きな曲げ特性が
必要である旨を決定するものである。
【００５４】
　又、前記板特性決定手段９は、スキー又はスノーボードにおける滑走技術のレベルによ
って、スキー板又はスノーボードの捩れ特性を決定できるものである。即ち、スキーヤー
やスノーボーダーはスキーやスノーボードに関する滑走技術が高くなるに従って、スキー
板やスノーボードのエッジを立てて使う傾向にあり、このような滑走をする場合には、ス
キーやスノーボードに対して大きな捩れ力が加わる。このため、前記板特性決定手段９は
、滑走技術の高いスキーヤーやスノーボーダーに対しては、捩れに対して強い特性を備え
たスキー板やスノーボードが適している旨を決定するものである。
【００５５】
　前記板検索手段１０は、前記記憶手段８の記憶内容を検索することにより、前記板特性
決定手段９で決定された特性を有するスキー板又はスノーボードを選定するものである。
【００５６】
　又、前記ＰＣ３のＲＯＭには、所定のプログラムソフトが内蔵され、当該プログラムソ
フトに基づき、前記キーボード５、ディスプレイ７および記憶手段８の動作が制御される
ものである。
【００５７】
　次に、キーボード５およびディスプレイ７によって、スキーヤー又はスノーボーダーの
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滑走技術を入力する手法について説明する。
【００５８】
　先ず、キーボード５とディスプレイ７は、互いに対になって用いられるもので、ディス
プレイ７の表示内容に応答しながらキーボードを操作して、所定の事項を入力することに
より、スキーヤー又はスノーボーダーの滑走技術がキー入力されるものである。即ち、先
ず、図３に示す顧客登録画面がディスプレイ７に表示された場合には、該顧客登録画面の
空白部１１に、顧客を特定するために必要な所定の事項がキー入力される。この図３にお
いて、入力事項を確定するためには、確定部１２をクリックし、一方、リセットする場合
には、リセット部１３をクリックする。又、図４に示す技術レベルイメージ画面がディス
プレイ７に表示された場合には、当該技術レベルイメージ画面の内の自己の滑走イメージ
に該当する表示画像の番号を空白部１４に入力する。そして、入力事項を確定するために
は、確定部１５をクリックする。該キーボード５から入力された入力内容は、前記ＰＣ３
の記憶手段８（図２に示す）に記憶されるものである。
【００５９】
　次に、図５にしめすように、「設問１：スキー大会に出場したことがある」，「設問２
：資格テストを受講したことがある」，・・等の各問診が表示された場合には、キーボー
ドによって各問診について「はい」又は「いいえ」をクリックすることにより選択するも
のである。そして、入力事項を確定する場合には、確定部１６をクリックし、一方、リセ
ットする場合には、リセット部１７をクリックするものである。
【００６０】
　以上説明したように、図４に示す技術レベルイメージ画面の内から、自己の滑走イメー
ジに該当する表示画像の番号を空白部１４に入力し、更に、図５に示す各問診に応えるこ
とにより、スキーヤー又はスノーボーダーの滑走技術が決定されて入力されるものである
。
【００６１】
　次に、図６は、体重・脚力並びに該体重と脚力とを合算した最大荷重と、これら体重・
脚力並びに最大荷重に対応したスキー板又はスノーボードの曲げ特性と、スキーヤー又は
スノーボーダーの滑走技術と該滑走技術に対応したスキー板又はスノーボードの捩れ特性
と、このように求められた曲げ特性および捩れ特性に該当する複数のスキー板又はスノー
ボードが、表示された状態を示すものである。図６は、体重が７５ｋｇｆで、脚力が１４
５ｋｇｆで、最大荷重（体重と脚力との合算）が２２０ｋｇｆで、曲げ特性がＨＡＲＤの
場合を示す。又、同図６は、滑走技術のレベルがＡＢで捩れ特性がＭＩＤＤＬＥの場合を
示す。更に、同図６では、曲げ特性がＨＡＲＤで、捩れ特性がＭＩＤＤＬＥのスキー板又
はスノーボードとして、４つのスキー板又はスノーボードが表示された状態を示す。ここ
で、曲げ特性は、図７に示すように、最大荷重の数値に基づいて、ＨＡＲＤ，ＭＩＤＤＬ
Ｅ，ＳＯＦＴの別に区分けされるが、図７に記載の数値の範囲は任意に変更することがで
き
る。
　前述のように、前記体重・脚力並びに該体重と脚力とを合算した最大荷重は、後述する
ように、前記脚力測定装置４（図１に示す）によって測定されるものである。前記スキー
板又はスノーボードの曲げ特性は、前記板特性決定手段９によって決定されるものである
。前記スキーヤー又はスノーボーダーの滑走技術は、前記キーボード５によってキー入力
されるものである。前記スキー板又はスノーボードの捩れ特性は、前記スキーヤー又はス
ノーボーダーの滑走技術に基づき、前記板特性決定手段９に求められるものである。
【００６２】
　前記図６の詳細部１８をクリックすることにより、各スキー板又はスノーボードの詳細
が表示される。図７は、図６において、Ｎｏ．１のスキー板又はスノーボードが選択され
て、
その詳細が表示された状態を示す。図８は、スキー板又はスノーボードの詳細として、ブ
ランド、品名、およびサイズの他に、スキー板又はスノーボードのトップ幅、ウェスト幅
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、テール幅、サイドカーブ半径、ブーツセンター位置、重量と、スキー板又はスノーボー
ドの曲げ分布と、捩れ分布の状態を示している。スキー板又はスノーボードのショルダ幅
Ｂｓ、ウェスト幅Ｂｗ、テール幅Ｂｈ、ブーツセンター位置Ｂは、図９に示す。
【００６３】
　そして、図８に示す確定部１９をクリックすることにより、同図８に示すように詳細の
表示されたスキー板又はスノーボードを顧客が選択する旨が確定し、一方、リセット部２
０をクリックすることにより、同図８に示すように詳細に表示されたスキー板又はスノー
ボードを顧客が選択しない旨が確定するものである。
　次に、図１に示した体重・脚力測定装置４の具体的な構成と、この体重・脚力測定装置
４によってスキーヤー又はスノーボーダーの体重・脚力の入力の手法について説明する。
【００６４】
　図１に示すように、脚力測定装置４は、測定部３１と、パーソナルコンピュータ（以下
、ＰＣという）３２とを備えている。測定部３１は、被測定者に関する体重等の荷重を測
定する機器である。ＰＣ３２は、測定部３１によって測定された測定値を入力して、被測
定者の脚力や荷重の平面分布等を演算する処理を実行するものである。
前記測定部３１は、基台３３と、該基台３３の上に互いに平行に設けられた２つのフット
プレート３４，３５を備えている。該フットプレート３４，３５は、脚力被測定者が左右
の脚で個別に踏めるように二つ分離して設けられている。一方のフットプレート３４と前
記基台４との間には、三つの荷重センサ（ロードセル）３６，３７，３８が配置されてい
る。又、他方のフットプレート３５と前記基台３３との間には、三つの荷重センサ３９，
４０，４１が配置されている。該各荷重センサ３６乃至４１は、各フットプレート３４，
３５に加わる荷重を検出するものである。
【００６５】
　基台３３は、前記フットプレート３４，３５を支持できる形状であれば、所望の形状に
形成できるものであるが、例えば、四つの支持体４２，４３，４４，４５を四角形に組付
けて四角形の枠状に形成されると共に、支持体４３に平行に補助体４６が組み付けられて
形成することができる。又、該基台３３の四隅には、キャスター４７を設けて、移動可能
で且つ位置決め可能に形成することができる。該基台３３がこのように形成された場合、
一方のフットプレート３４が支持体４５と補助体４６との間に架設され、他方のフットプ
レート３５が支持体４３と支持体４５との間に架設されて設けることができる。
【００６６】
　前記フットプレート３４，３５は、細幅の長尺の形状に形成できる。両フットプレート
３４，３５は、該フットプレート３４，３５自体に加わる荷重を効率良く前記荷重センサ
３６乃至４１に伝達できるように、曲げや撓み等の変形し難い材質の硬質の部材によって
形成されることが好ましい。一方のフットプレート３４の長手方向の先端部裏面には、該
フットプレート３４よりも幅の広いセンサ取付部４８が固定されている。そして、該セン
サ取付部４８の裏面には、前記荷重センサ３６，３７が設けられている。又、該フットプ
レート３４の後端部の裏面には、前記荷重センサ３８が設けられている。
【００６７】
　又、前記他方のフットプレート３５の長手方向の先端部裏面には、該フットプレート３
５よりも幅の広いセンサ取付部４９が固定されている。そして、該センサ取付部４９の裏
面には、前記荷重センサ３９，４０が設けられている。又、該フットプレート３５の後端
部の裏面には、前記荷重センサ４１が設けられている。
前述のように、一方のフットプレート３４に対してセンサ取付部４８と三つの荷重センサ
３６乃至３８が組み付けられることにより、一方のフットプレートユニット５０が構成さ
れる。又、他方のフットプレート３５に対してセンサ取付部４９と三つの荷重センサ３９
乃至４１が組み付けられることにより、他方のフットプレートユニット５１が構成される
。ここで、図１に示すように、荷重センサ３８は、一方のフットプレート３
４の軸線Ｌ１上に位置し、荷重センサ３６，３７は、該荷重センサ３８と共に、二等辺三
角形を形成する位置に配置されるものである。又、荷重センサ４１は、他方のフットプレ
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ート３５の軸線Ｌ２上に位置し、荷重センサ３９，４０は、該荷重センサ４１と共に、二
等辺三角形を形成する位置に配置されるものである。
【００６８】
　そして、前述のように構成される一方のフットプレートユニット５０は、支持体４５と
補助体４６との間に架設されるものである。該フットプレートユニット５０の二つの荷重
センサ３６，３７がセンサ取付部４８と補助体４６との間に挟まれ、荷重センサ３８がフ
ットプレート３４と支持体４５との間に挟まれる状態で、該フットプレートユニット５０
は補助体４６と支持体４５とに固定される。
【００６９】
　又、他方のフットプレートユニット５１は、支持体４３と支持体４５との間に架設され
た状態で、これら支持体４３と支持体４５に沿って移動可能に設けることができる。この
場合、二つの支持体４３，４５に対して移動可能に移動体５２，５３を該支持体４３，４
５に装着し、該他方のフットプレートユニット５０の先端部及び後端部をこれら二つの移
動体５２，５３にそれぞれ固定すれば、該他方のフットプレートユニット５１は、二つの
支持体４３，４５の長手方向に沿って、前記一方のフットプレートユニット５０に対して
接近、及び離間できて、二つのフットプレートユニット５０，５１の間の離間幅を任意に
調整できるものである。
【００７０】
　即ち、図１に示すように、前記移動体５２，５３は、例えば、断面がＣ字形に形成する
ことができる。そして、前記移動体５２は、その開口５２ａ側から前記支持体４３に被せ
るようにして該支持体４３に装着することができる。又、前記移動体５３は、その開口５
３ａ側から前記支持体４５に被せるようにして該支持体４５に装着することができる。こ
のようにして、二つの支持体４３，４５に装着された移動体５２，５３は該支持体４３，
４５の長手方向に沿って移動可能である。他方のフットプレートユニット５１の先端側は
、二つの荷重センサ３９，４０がセンサ取付部４９と移動体５２との間に挟まれるように
して該移動体５２に取付けられ、該他方のフットプレートユニット５１の後端側は、荷重
センサ４１がフットプレート３５と移動体５３との間に挟まれるようにして該移動体５３
に取付けられるものである。
【００７１】
　前記支持体４３，４５に対して、移動体５２，５３の位置決めをするために、移動体５
２，５３を貫通してネジ５４を備えると共に、支持体４３，４５の長手方向に長孔５５を
設け、該ネジ５４とナット（図示せず）とによって長孔５５の周縁を締め付けることによ
り、該支持体４３，４５に対して移動体５２，５３の位置決めをできる構成になっている
。
【００７２】
　前記移動体５２，５３とネジ５４，…によって、フットプレート３４，３５間の離間幅
を調整する幅調整手段が構成される。
【００７３】
　前記両フットプレートユニット５０，５１に設けられた全ての荷重センサ３６乃至４１
は、フットプレート３４，３５に加わる荷重を同一のサンプリング間隔で、測定するよう
に設定されている。
【００７４】
　又、前記支持体４２に一方の手すり５６を固定すると共に、他方の手すり５７の端部を
前記移動体４３，４５に固定することにより、該他方の手すり５７は他方のフットプレー
トユニット５１及び移動体５２，５３と一緒に移動できるものである。両手すり５６，５
７には、ゴム製等のグリップ部を設けることにより、握り易くすることができる。又、図
１中、一点鎖線で示すように、固定側の手すり５６の一部に開閉部５６ａを設けて被測定
者が通れるようにすると共に、階段Ｓを設けることにより、被測定者がフットプレート３
４，３５上に容易に載ることができるようにしても良い。
【００７５】
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　図１２に示すように、前記ＰＣ３２は、入力手段としてのキーボード５８と、表示手段
としてのディスプレイ５９と、ＣＰＵ６０と、記憶手段６１としてのＲＡＭと、ＲＯＭ６
２と、脚力演算手段６３と、荷重分布解析手段６４とを備えている。
【００７６】
　前記記憶手段６１は、荷重センサ３６乃至４１によって測定された一連の測定値を記憶
する機器である。即ち、被測定者がフットプレート３４，３５に載って仮に二回の屈伸動
作を行った場合、測定部３１で測定された測定値は図１３に示すように変動するが、前記
記憶手段６１は、当該一連の測定値を記憶するものである。
【００７７】
　前記脚力演算手段６３は、被測定者の脚力演算するもので、図１３に示すように、被測
定者の屈伸時の荷重、即ち、最大荷重から被測定者の体重を減算することにより、被測定
者の脚力を演算するものである。図１３に示す場合は、最大荷重が２２０ｋｇｆであって
体重が７５ｋｇｆであるため、被測定者の脚力は、１４５ｋｇｆである。
【００７８】
　前記荷重分布解析手段６４は、前記記憶手段６１に記憶された測定値、即ち、各荷重セ
ンサ３６乃至４１によって測定された測定値に基づき、荷重の重心分布の状態を解析する
ものである。該荷重分布解析手段６４によって求められた荷重の重心分布の状態の一例を
図１４に示す。図１４において、各点は、各瞬間における荷重の重心位置を示すものであ
る。つまり、図１３は、所定時間中に所定のサンプリング間隔で荷重の重心位置を求め、
その結果を複数個の点で示したものである。次に、荷重の重心分布の状態を求める手法に
ついて説明する。各瞬間における荷重の重心のＸ座標（ＸＧ）は数１によって求まり、Ｙ
座標（ＹＧ）は数２によって求まる。全荷重Ｆは、数３によって求まる。
【００７９】
【数１】

【００８０】
【数２】

【００８１】
【数３】

　（但し、図１に示すように、ｆ１は荷重センサ３７又は４０の測定値で、ｆ２は荷重
センサ３６又は３９の測定値で、ｆ３は荷重センサ３８又は４１の測定値である。）
　尚、図１４中、Ｙ軸は、フットプレート３４の軸心Ｌ１又はフットプレート３５の軸心
Ｌ２に沿って設定され、Ｘ軸は、フットプレート３４又は３５の中心Ωを通って前記Ｙ軸
に直交するように設定される。
【００８２】
　次に、前記荷重分布解析手段６４によって求められた荷重の重心分布の時間の経過に伴
った偏移の様子を直線近似する手法について説明する。この直線近似は、最小自乗法を用
いて行う。
【００８３】
　前記直線近似の式は数４に示す。
【００８４】

【数４】
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　前記数４において、傾きｃは数５によって求まる。
【００８５】
【数５】

　　　（但し、ｎはデータ数を示す。）
　又、前記数４において、切片ｄは数６によって求まる。
【００８６】
【数６】

　　（但し、＜Ｘ＞は、測定した複数の荷重点のＸ座標の平均座標を示す。又、＜Ｙ＞は
、測定した複数の荷重点のＹ座標の平均座標を示す。）
　によって求めることができる。このようにして求めた近似直線は、図１４中、Ｌ３およ
びＬ４である。前記脚力演算手段６３、および荷重分布解析手段６４は、ＲＯＭに予め格
納されているプログラムソフトに基づき、構成することができる。
【００８７】
　前記表示手段５９は、図１３に示すように、荷重センサ３６乃至４１で測定された測定
値をグラフで表示し、更に、図１４に示すように、荷重分布解析手段６４で解析された荷
重の分布を画像表示するものである。
【００８８】
　図１５は、以上のように、スキーヤー又はスノーボーダーの体重・脚力，又は滑走技術
に基づき、選択されたスキー板又はスノーボードを用いて滑走した場合のシミュレーショ
ンを示す。このシミュレーションを表示するには、選択されたスキー板又はスノーボード
の長さ、サイドカーブ等に基づきターン弧半径Ｒを求めることが必要である。
【００８９】
　次に、選択されたスキー板又はスノーボードのターン弧半径を求める手法について、図
９，図１０，図１６，図１７に基づき説明する。
【００９０】
　先ず、図９に示すように、スキー板の長手方向にＸ軸、幅方向にＹ軸を設定する。スキ
ー板のテール幅（後半部の最も幅の広い部分）、ウェスト幅（中央部の幅の狭い部分）お
よびショルダ幅（前半部の幅の広い部分）をそれぞれＢｈ，Ｂｗ，Ｂｓとする。又、これ
らのスキー板の後端からの長さをそれぞれＬｈ，Ｌｗ，Ｌｓとする。サイドカーブ上のテ
ール、ウェスト、およびショルダの点をそれぞれＡ，Ｂ，Ｃとすれば、それぞれの座標は
、Ａ（Ｌｈ，Ｂｈ／２）Ｂ（Ｌｗ，Ｂｗ／２），Ｃ（Ｌｓ，Ｂｓ／２）と表される。又、
直線ＡＣと、点Ｂから直線ＡＣへ垂直に下ろした直線との交点をＤとし、ＢＤ間の距離を
Ｓｃとする。更に、直線ＡＣを斜辺とする直角三角形ＡＣＥのＣＥの長さをＺ，∠ＣＡＥ
をαとする。
【００９１】
　そして、スキー板をエッジング（角付け）すると、スキー板は直線ＡＣを軸にして回転
すると仮定する（図１０参照。但し、エッジング角をθとする。）次に、点Ｂは垂直に雪
面上（ＸＹ平面）へ押し付けられると仮定する。つまり、図１６、１７に示すように、点
ＢはＢ´に投影される。このようにしてできた弧ＡＢ´Ｃをターン弧角と仮定し、点ＡＢ
´Ｃを通る円弧の曲率半径を、エッジングした時のターン弧半径Ｒと仮定する（但し、点
Ａおよび点Ｂの位置は動かないと仮定する。）
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　以上の設定において、ターン弧半径Ｒは、次ぎの手順で求める。先ず、図１６に示すよ
うに、点Ａを原点とし、直線ＡＣをＸ軸とする座標形を考える。点Ａ，Ｂ´，Ｃの座標を
それぞれ（Ｘ１，Ｙ１），（Ｘ２，Ｙ２）（Ｘ３，Ｙ３）とすれば、３点を通る円の一般
式は数７で与えられる。
【００９２】
【数７】

　又、３点Ａ，Ｂ´，Ｃを通る円弧の中心座標（Ｓ，ｔ）は数８で求められる。
【００９３】
【数８】

　又、３点Ａ，Ｂ´，Ｃを通る円弧の半径Ｒは数９で求まる。
【００９４】
【数９】

　又、スキーヤーがＸ方向へ距離１００ｍ滑走したときのターン回数をＴとすると、
Ｔ＝１００／２Ｒによって求めることができる。
【００９５】
　そして、ターン軌跡を表示する場合、図１８に示すようにＸＹ座標形系をとる。左ター
ンから右ターンへと連続するスキーターンは、エッジング角とスキー板の主要な３点の幅
およびその位置より計算されたターン弧半径Ｒから、次ぎの一般式で表示できる。ターン
の向きを決定する数値Ｋが奇数の時は左ターン，偶数の時は右ターンを意味する。
【００９６】
【数１０】

　そして、図１９に示すように、前述のＸ，Ｙを点で表示することにより、滑走の状態の
静止画を表示することができる。
【００９７】
　尚、図６に示すように、スキーヤーまたはスノーボ－ダーの嗜好によって、大回り、中
回り、小回りの別を入力するようにしても良い。そして、前述のように、各スキーヤー又
はスノーボ－ダーに適して入ると判定されたスキー板又はスノーボードが、各スキーヤー
又はスノーボ－ダーの嗜好によって選択された大回り、中回り、又は小回りに適する場合
には、その旨を表示し、一方、適さない場合には、その旨を表示するようにしても良い。
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即ち、図２０は、各スキーヤー又はスノーボ－ダーに適していると判定されたスキー板又
はスノーボードのターン弧半径が、図２０中、点で示すように、小回りの範囲に含まれて
小回りに適する旨が表示される。一方、図２１は、各スキーヤー又はスノーボ－ダーに適
していると判定されたスキー板又はスノーボードのターン弧半径が、小回りの範囲に含ま
れないことを該小回りの範囲の上限を黒く表示することにより、当該上限以上に外れてい
る旨が表示されるものである。
【００９８】
　尚、以上の実施形態においては、スキーヤー又はスノーボーダーの体重・脚力並びに最
大荷重を求めるＰＣ３２と、板特性決定手段および板検索手段を構成するＰＣ３とをそれ
ぞれ別に設けたが、単一のＰＣによってこれら二つのＰＣを兼ねるように構成しても良い
。
【００９９】
　又、以上の実施形態においては、スキーヤー又はスノーボーダーの体重，脚力並びに滑
走技術のレベルに適したスキー板又はスノーボードを判定したが、スキーヤー又はスノー
ボーダーの嗜好する滑走方法や身長、肥満の程度、年齢を加味して、各スキーヤー又はス
ノーボーダーに適したスキー板又はスノーボードを判定するようにしても良い。
【０１００】
　更に、フットプレート３４，３５上に、スキー靴やスノーボード靴を装着するための装
着部を設け、被測定者がスキー靴やスノーボード用靴を履いた状態で、荷重を測定するよ
うにすれば、より実際に近い状況下での脚力等を測定することができるものである。又、
被測定者は、スキー靴やスノーボード靴を装着し、更に、スキー板やスノーボードを装着
した状態で、フットプレート３４，３５上に載って荷重を測定するようにしても良い。
【０１０１】
　又、フットプレート３４，３５は、水平に設けても良いが、該フットプレート３４，３
５を前後方向に傾斜させ、又は該フットプレート３４，３５の軸芯Ｌ１，Ｌ２を中心に左
右に傾斜させた状態で配置することにより、被測定者が該フットプレート３４，３５上に
載った状態で、いわゆる、つま先上がりや、つま先下がりの状態、又は左右に捩れた状態
になるようすれば、スキーやスノーボードを実際に行っている状態で、被測定者の脚力や
重心分布を測定することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】スキー板又はスノーボード判定システムである。
【図２】ブロック図である。
【図３】ディスプレイの表示内容である。
【図４】ディスプレイの表示内容である。
【図５】ディスプレイの表示内容である。
【図６】ディスプレイの表示内容である。
【図７】最大荷重と曲げ特性との関係を示す表である。
【図８】ディスプレイの表示内容である。
【図９】スキー板の座標系を示す図である。
【図１０】スキー板のターン弧解析図である。
【図１１】荷重センサの配置の状態を示す。
【図１２】脚力測定装置のブロック図である。
【図１３】脚力測定装置によって測定された値の状態を示す。
【図１４】脚力測定装置によって測定された荷重値の平面分布を示す。
【図１５】シミュレーションを示す。
【図１６】スキー板をエッジングした状態を示す図である。
【図１７】エッジングした時のターン弧半径を示す図である。
【図１８】ターンの表示を点で示す図である。
【図１９】図１８を前方の斜め情報から観た状態に座標変換した状態の図である。
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【図２０】スキーヤー又はスノーボーダーの選択した滑走方法（小回り）におターン　　
弧半径と、判定されたスキー板又はスノーボードのターン弧半径との関係を示す図で　　
ある。
【図２１】図２０と同様の図である。
【符号の説明】
【０１０３】
１　スキー板又はスノーボード判定システム
２　入力手段
８　記憶手段
９　板特性決定手段
１０　板検索手段

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】

【図１５】 【図１６】

【図１７】
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【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】
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